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日時：  2015 年 4 月 16 日（木） 15:00～17:00 
 
 





行松泰弘 文部科学省 研究振興局 基礎研究振興課 課長／数学イノベーションユニット長  
 
○数学イノベーションの取組について 





平岡裕章 東北大学 原子分子材料科学高等研究機構 (WPI-AIMR) 准教授 
 
「高齢化社会における日本の臨床医療とそれに貢献する数理科学の役割」 
水藤 寛 岡山大学 大学院環境生命科学研究科 教授 
 
「数学が製造現場・研究現場を変える ～数学イノベーションの可能性」 
中川淳一 新日鐵住金株式会社 先端技術研究所 数理科学研究部 上席主幹研究員 
 
○意見交換 
モデレーター：西浦廉政 東北大学 原子分子材料科学高等研究機構(WPI-AIMR) 教授 
 
○閉会挨拶 






















してきている。2010 年より同領域の CREST 研究チームのひとつである「放射線医学と数理科学
の協働による高度臨床診断の実現」研究代表者。 
 
中川淳一（新日鐵住金株式会社 先端技術研究所 数理科学研究部 上席主幹研究員） 
1979 年大阪大学基礎工学部化学工学科卒業、1981 年大阪大学大学院化学工学研究科修
士課程修了、1981 年新日本製鐵株式会社入社、大分製鐵所設備部配属、1995 年部長代理、




西浦廉政（東北大学 原子分子材料科学高等研究機構 (WPI-AIMR) 教授、主任研究者） 
1950 年大阪府生まれ。京都大学理学部卒業。広島大学教授、北海道大学電子科学研究所
教授、2003-2005 年同研究所所長などを経て、2012 年より現職。理学博士。2007 年より、科学
技術振興機構(JST)戦略的創造研究推進事業「数学と諸分野の協働によるブレークスルーの探
索」領域の研究総括をつとめる。2002 年日本数学会賞秋季賞、2012 年文部科学大臣表彰科
























































行松泰弘 文部科学省 研究振興局 基礎研究振興課 課長／数学イノベーションユニット長 
 
【司会】  定時になりましたので、本日の講演会、「数学は世界を変えられるか？ ～『忘れられた







































【司会】  行松課長殿、ありがとうございました。 
  
○数学イノベーションの取組について 






































では九州大学のマス・フォア・インダストリ研究所におられて、今年の 4 月からは東北大学の WPI の
  






























































































































































































































































































１３：００～１３：０５：開会挨拶 日本数学会理事長 舟木 直久 氏
１３：０５～１３：１５：来賓挨拶
文部科学省研究振興局基礎研究振興課 課長 行松 泰弘 氏
日本経済団体連合会社会広報本部 副本部長 長谷川 知子 氏
１３：１５～１３：５０：基調講演
演題：産学協働による若手研究者の躍動に向けて
























Wall Street JournalのBest Jobs
の第一位がmathematician
1. Mathematician / $101,360
2. Tenured University Professor / $68,970
3. Statistician /$75,560
4. Actuary / $93,680
5. Audiologist / $69,720
6. Dental Hygienist / $70,210
7. Software Engineer / $93,350
8. Computer Systems Analyst / $79,680
9. Occupational Therapist /$75,400
10.Speech Pathologist / $69,870
米国 日本
※出典：トムソンロイター Web of Science
数学全体＝主要22分野でmathematicsに分類されているもの







































































 本日お伝えしたいメッセージは、この 3 つです。最初のメッセージは、位相的データ解析、英語で



















































ると、Herbert Edelsbrunner という方と、ここに出ている Gunnar Carlsson という 2 人です。現在、数
学的にも活発に研究が進んで、今世紀に入って開発された概念ですけれども、また更に同時に、
具体的な諸科学の問題に今、応用されています。 
 世界的に見て、大きく分けて 4 つのグループがあります。TDA を諸科学の問題に応用しているグ




野に TDA を応用していると。Konstantin Mischaikow は、流体解析、時系列解析に応用していて、
我々のグループ、東北大学の AIMR は、世界に先駆けて材料科学への応用を積極的に進めてい
るといった、こういった背景です。 













すと、出力としては、l ごとに、入力に含まれている l 次元の穴の数を出力します。ここで l は 0、1、2
……と非負の整数を動きます。正確には、これ、ベッチ数と呼ばれるものなんですが、きょうはそこの
区別はしていきません。例えば、このような複雑なパターンを入力した場合、出力としては、このよう
な数が出てきて、例えば、H1 が 847 という出力はどう読み取るかというと、この複雑なパターンの中
に 847個 lが 1、1次元の穴ですね、ですから、こういう輪っかです。1次元の穴、輪っかがあるという












 その後、我々のグループであったり、先ほど挙げた 4 つのグループが実社会の問題に応用してみ
ると、結構これは使えるぞということが分かってきて、現在、急速に応用が進んでいるといった流れで














こういう 2 次元の散布図を l ごとに出力します。これ、意味合いは何かというと、パーシステント図とい
うのは、今後、「PD」と呼ぶことにすると、PD の構成法としては、このような点が与えられたときに、球
を膨らませていくというプロセスを考えます。そうすると、ある半径で穴が発生します、この b という半





















































これは数学の持つ 1 つのメリットだと思います。 
 では、これ、最後のスライドです。シーズ研究に対する継続的な投資ということですけれども、先ほ
どから名前が出てきました Gunnar Carlsson という方、パーシステントトポロジーの創始者ですけれど
も、彼自身が学生のきとに、実はトポロジーを用いたデータ解析は今後伸びると考えたらしいです。
直接、彼と話したことがあるんですけど。そのときに、既にベンチャー企業の構想があったようです。































































【質問者 C】  そういう適当なグラントは今、制度としてあるんですか。 
【平岡】  その代表的なのが、今、CRESTであったり、さきがけであったりという、そこら辺。現状、手
元にあるものとしては、そういったものがあると思います。 













【司会】  それでは、平岡先生、どうもありがとうございました。（拍手） 
  
 












































 我々のチームでは、いろいろな話が持ち込まれると、それを 1 つずつやっているんですが、今日は
そのうちから 3つ、具体例を御紹介するつもりです。大動脈の形状、つまり大動脈りゅうという病気に
関わる話と心不全の話、肝臓がんの画像診断の話です。 



















































 そこまで枠組みができると、パラメータ選択の問題とか AIC という情報量基準を使うとか交叉検証
法とか、いろんなツールはもう既にありますので、それらを使うと、きれいに相関が取れました。こちら
が実測、つまり、1 人の患者さんに MRI の撮影をして熟練医が 30 分かけて算出した値で、こちらは




























































































































【司会】  水藤先生、ありがとうございました。 
 
【司会】  それでは、会場からの質疑応答の時間に移らせていただきます。 

















うに本当になるかどうか、これは若手の頑張り次第かもしれません。それが 1 つでございます。 
































【司会】  ありがとうございます。 






【水藤】  特に障害は今のところ、ないです。この結果が出たのは 3 月の末のことなので、じゃ、デ
ータを増やそう、と言って進めているところなんです。正直、いろんな例があって、そうやって途中で
もやもやしちゃうやつもあるんです、ただ、この話はこのままうまくいくだろうと思っています。 














【水藤】  あり得ると思います。 
【質問者 G】  それはなさっていらっしゃらない……。 
【水藤】  まだビッグデータとしての扱いまでいけておりませんが、もちろんそれはつながっていくと
思います、医療データは、ビッグデータそのものだと思いますので。 





















【水藤】  臨床医学との協働にですか。 
































































































































【司会】  中川先生、どうもありがとうございました。 
 
【司会】  それでは、会場の方から質問ありましたら、どうぞお願いいたします。 

























【質問者 C】  ありがとうございました。 
【質問者 G】  科学技術振興機構の大竹です。 
 個人的な関心なんですが、最後の事例 3 のやつというのは……。 
  
【中川】  交通流ですね。 
【質問者 G】  ええ。流体力学的な問題とパーティクルモーションをつなげているわけですよね。 
【中川】  はい、そうです。 








【中川】  働き掛けといいますと？ 







【質問者 G】  基礎科学にも相当影響があると。 
【中川】  はい。 

















【司会】  中川先生、ありがとうございました。（拍手） 
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Growth  /  
1st 2nd 3rd 4th 
NaCl  48 6  / 12 18 / 40 38 / 84 66 / 144 
CsCl  48 8  / 30 26 / 96 56  / 198 98 / 336 
-BeO  16  4  / 1 11 / 8 18 / 23 41 / 38 
ZnS  24  4  / 0 12 / 12 24 / 18 42 / 44 
ZnO  12  4  / 0  12 / 11 25 / 20 44 / 45 
-PbO  16  4  / 8 8 / 8 12 / 12 16/ 16 
TlI  8 7  / 20 22 / 65 47 / 135 82 / 230 




ZnS ZnO -PbO TlI 
NiAs 
  Growth  
 
ZnO 




the 2nd growth=12 
Growth . 
1st growth  
+ growth 






 the 3rd growth=25 . 
ZnO 






-PbO -BeO CsCl NaCl NiAs TlI ZnO ZnS
g1 4 4 8 6 6 7 4 4
g2 8 11 26 18 20 22 12 12
g3 12 24 56 38 42 47 25 24
g4 16 41 98 66 74 82 44 42
g5 20 62 152 102 114 127 67 64
g6 24 90 218 146 164 182 96 92
g7 28 122 296 198 222 247 130 124
g8 32 157 386 258 290 322 170 162
g0 36 200 488 326 366 407 214 204
g10 40 247 602 402 452 502 264 252
g11 44 296 728 486 546 607 319 304
g12 48 354 866 578 650 722 380 362
g13 52 416 1016 678 762 847 445 424
g14 56 479 1178 786 884 982 516 492
g15 60 552 1352 902 1014 1127 592 564
g16 64 629 1538 1026 1154 1282 674 642
g17 68 706 1736 1158 1302 1447 760 724
g18 72 794 1946 1298 1460 1622 852 812
g19 76 886 2168 1446 1626 1807 949 904
g20 80 977 2402 1602 1802 2002 1052 1002
CrystalsGrowth





,1 2132221212 nnnnn ggggggm
121423222112 1 nnnnn ggggggm
# of arms from (2n-1)-th growth  Actual # of (2n)-th growth  
# of arms from (2n-2)-th growth  Actual # of (2n-1)-th growth  
(calculated inductively) 
Growth gn  
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Aw & Rascle (2000)









































    





























xv probability to proceed 
  on the cell automaton. 
Vop returns a value of  [0,1]. 
110
OV model ) 
 





the number of particles on a site x    
                                                                               =vehicular distance 
particles move to the next right at the rate of g x . 
ZRP Zero Range Process) 
A particle can move 
to the next right if the 
site is empty. 
    TASEP Totally Asymmetric Simple 
                          Exclusion Process  
Each site allows to exist only one particle at most. 
 
 LWR  (  







   























































PDE model Conservation law) 
Label function 
Discrete model Optimal velocity model) 







Aw & Rascle (2000) 
Bando et al (1995) 
density 
 
Conservation law of  
and the PDE regarding 






































The first approximation of the 
asymptotic series in  
 relaxation time 






We change the Lagrangian mass coordinate (M,T) 
 into by the Eulerian coordinates (t, x) 
 
 
   
 





The function formula can be 




























hard balls,  
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○意見交換 





















































































【西浦】  時間軸の問題が出ました。まず、中川先生から交通流について。 
【中川】  交通流のときはゼロベースから 2年間です。その代わり、参加している人たちは優秀な人
が集まっていましたので、早くできたと思っています。 
【質問者 H】  ちなみに、先ほど、前の先生の、病院の方でやったいろんな関係、あのときは大体ど
のぐらいで 1 つの事例、何人で取り組んで、どのぐらいの時間で出たんでしょうか。 
【水藤】  例えば、2番目でしたっけ、心不全の話というのは、始まったのは 2年前ぐらいで、関わっ










【水藤】  理解するまでですね。 




【質問者 H】  ありがとうございます。 

















































非常に難しい課題だと思うんですね。そうすると、アメリカには 4 学会から選出された Joint Policy 






















































【質問者 I】  日産自動車の研究企画部の松廣といいます。きょうは貴重なお話をありがとうござい
ました。 
























【質問者 I】  貴重なアドバイス、ありがとうございました。 



































奈良人司 文部科学省 科学技術・学術政策研究所 所長 
 
【司会】  それでは、最後に閉会の御挨拶を、科学技術・学術政策研究所所長の奈良人司様か
らお願いいたします。 
【奈良】  どうもありがとうございました。ただいま御紹介にあずかりました奈良人司です。実は昨日
着任したばかりで、これがまさしく初仕事です。また、しばらく別な仕事をしていましたから、科学技
術は、今、どうなっているのかな、などと思っていました。そこで、いきなり数学というテーマでしたが、
科学技術の動向に関し、勘も一気に戻ってきた感じでございます。 
 本日、何回もお話がありましたけれども、2006 年に政策研から
「忘れられた科学－数学」という刊行物が出ました。数百冊以上
出たということで政策研の報告書としては大ヒットだったのではな
いかと思います。また、その翌年の 2007年にさきがけ、2008年、
CREST実施ということで、この分野もその間、皆様の御尽力で随
分進んできたと思います。2011 年には、文科省に数学イノベー
ションのユニットができたということで、この分野、私は、余り今ま
で考えたことがなかったような分野ですが、本日お話を伺って、政策研として、当然ながら文科省を
サポートしながら一緒に連携を取ってやりたいと思っているんですけれども、一体どこから手を付け
たらいいかというのは、まさしく数学で解いてほしいなと、少しそう思った次第でございます。 
 本日は非常にたくさんのお話を聞かせていただいき、数学のイノベーションをどうやって進めるか
は非常に重要で、当然サポートするのですが、どうやればよいかということは、もう一回、中で少し考
えてみたいと思います。例えば、先ほど、科学技術と数学の通訳というお話もありましたし、事例を
集めるというお話もありました。一方、大学の数学の学生とかポスドクの人とかは、どう勉強して、社
会のどこに出て、どうしているのだろう、と少し気になっています。その辺の人材育成の問題も現在
調査していますが、比較的工学系の方はいろいろな情報があるのですが、政策研では、例えば純
粋数学のような学術も対象にしていますが、それらの現場はどうなっているのかなと少し気になり出
しました。そういうことも含めて、科学技術・学術政策研究所として調査研究するなり、また、このよう
な講演会を何回か開かせていただくなりしてサポートしてまいりたいと思います。この分野、重要と考
えますので、是非皆様も頑張っていただきまして、また我々もサポートさせていただきますし、協力し
ながら進めたいと思いますので、よろしくお願いいたしたいと思います。本日はどうもありがとうござい
ました。（拍手） 
【司会】  傍聴者の皆様、講演者の皆様、そして関係者の皆様、皆様の御努力があって、本日の
講演会を開催できました。本当にありがとうございました。お気を付けてお帰りください。どうもありが
とうございました。
 
（了） 
 
 
